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全国安全週間（７月１日～７月７日） 

令和７年度「全国安全週間」スローガン 

「多彩な仲間と 築く安全 未来の職場」 

今年で９８回目となる全国安全週間は、労働災害を防止

するために産業界での自主的な活動の推進と、職場での

安全に対する意識を高め、安全を維持する活動の定着

を目的としています。これまで、事業場では、労使が協調

して労働災害防止対策が展開されてきました。この努力

により労働災害は長期的には減少しておりますが、令和６

年の労働災害については、死亡災害は前年を下回る見

込みであるものの、休業４日以上の死傷災害は前年を上

回る見込みであり、近年、増加傾向に歯止めがかからな

い状況となっています。特に、転倒や腰痛といった労働

者の作業行動に起因する死傷災害、墜落、転落などの

死亡災害が依然として後を絶たない状況にあります。ま

た、労働災害を少しでも減らし、労働者一

人一人が安全に働くことができる職場環境

を築くために令和７年度においても、労使

一丸となった取り組みが求められます。 
 

STOP! 熱中症 クールワークキャンペーン 

（７月１日～９月３０日） 

本格的な暑さが到来する７月は重点取組期間としてすべ

きことが以下の通りあります。 

□暑さ指数の低減効果を再認識し、必要に応じ対策を

追加 

□暑さ指数に応じた作業の中断等を徹底 

□水分、塩分を積極的に取らせ、その確認を徹底 

□作業開始前の健康状態の確認を徹底、巡視頻度を

増加 

□熱中症のリスクが高まっていることを含め教育を実施 

□体調不良の者に異常を認めたときは、躊躇することな

く救急隊を要請 

暑さの感じ方は人によって異なります。特に高齢の方は

注意が必要です。まわりが協力して熱中症予防を呼びか

け合うことが大切です。 
 

これから注意すべき感染症について 

新型コロナウィルスの感染者は減少してきたものの、現

在、ベトナムやインド、シンガポールなどのアジア諸国で新

型コロナウイルス感染症（新しい変異株 NB.1.8.1）の再流

行が急拡大しており、現在開催中の大阪万博等、インバ

ウンドが増加して、国内に持ち込まれるリスクは常にありま

す。今後の流行に備えて手洗い・うがい・必要に応じてマ

スクの着用、体調管理等の感染予防対策をして下さい。 

【お知らせ】 

弊社ホームページ（http://i-c-t.co.jp）をリニューアルし

ました。従業専用ページから、パスワード「1763」で「社

報」・「連絡事項」がパソコン・スマホでも見られます。 
7/1～9/30の間、本社管理業務は、8:00∼17:00となります。 

「スマホと健康被害」の新常識 その１ 

長らく続く体調不良、突然訪れた気力の低下、それらの原

因は「スマホの使いすぎ」にあるかもしれないスマホが人体

に与える悪影響及び処方箋を３回に分けて紹介します。 

脳：なぜスマホ依存で脳過労になると 

全身の疼痛（ﾄｳﾂｳ）や不安障害が起こるのか 

医療の現場ではスマホは「危険な依存性物質」 

移動中の電車内や休憩時、待ち時間など、少しでも空き

時間があるとスマホに触れているという人は多いのではな

いでしょうか。スマホを絶え間なく使い続けていると、脳は

かなり疲弊します。スマホの使い過ぎによる脳過労は、仕

事のパフォーマンスを低下させ、健康にも悪影響を及ぼし

ます。医療の現場では、スマホは酒やタバコ、薬物などと

同じように依存症を引き起こす危険な依存性物質と認定

されています。依存物質には 5 つの特徴があり「気持よさ

をもたらす」「飽きない」「無限性」「確実・手軽」「一見する

と安全」です。特に厄介な要素が「一見すると安全」です。 

スマホを使いすぎて脳疲労になると、まず「全身の疼痛」で 

体の様々な部位に原因不明の痛みが現れることがありま

す。そして「不眠症」も招きます。夜にスマホを見すぎると、

寝つきにくい、眠りが浅い、朝早く目覚めてしまうなどの症

状が現れます。同時に不眠症はアルツハイマー型認知症

の発症リスクを高めま

す。また、不眠症とう

つ病は密接に関係し

ており、不眠症が続く

とうつ病の発症リスク

が高まります。 

情報入力ばかりしていると脳が「ごみ屋敷」になる！ 

脳の情報処理は、次の３つのステップで成り立っていま

す。まず、見聞したり体験したことを脳にインプットする「入

力」。次が入力した情報の中から大切な内容を保存し、不

必要な内容は捨てる「整理・整頓」。最後に必要なときに

大切な情報をアウトプットする「出力」です。「整理・整頓」

は、情報の入力を遮断することによって行われ、スマホを

使っていると情報が「入力」さ

れるばかりで整理・整頓が行

われません。その結果、脳

内は無駄な情報であふれた

情報の「ごみ屋敷」と化し、脳

疲労の状態になります。この

状態を改善するには、整理・整頓を促す働きをするのを脳

の一部分だけを起動させて待機するデフォルトモード・ネッ

トワークでいわば脳の省エネモードであり、脳の疲れを軽減

します。ぼんやりする時間を意識的に生み出すには「リズム

運動」で、散歩、水泳、サイクリング、皿洗いなどの単調な

動作を繰り返すと脳がリラックスし、座禅を組んだりサウナ

で整うことです。大切なのは必要のないときはスマホを見

ず、ぼんやりする時間を作って脳を休ませることです。 

 


